
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

別添１ 

情報通信審議会答申の概要  

「80GHz 帯高速無線伝送システムの技術的条件」 
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光ｹｰﾌﾞﾙ

光ｹｰﾌﾞﾙ

【光ケーブルの補間利用（河川上の中継）】 【野外イベント等における遅延のない中継回線】
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○ 80GHz帯の5GHz×2（71GHz～76GHz及び81GHz～86GHz）の周波数帯を利用

○ 最大電力1W 、最大5GHz幅の指定周波数帯方式により割当て

○ 周波数が高い帯域の測定が困難なことから、ｽﾌﾟﾘｱｽについてﾌｨﾙﾀ特性で代替する等、

簡易な測定法も導入

技術的条件の概要
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区分 内容 備考

周波数帯 71GHz～76GHz ／ 81GHz～86GHz

空中線電力 最大１W（尖頭電力）

変調方式 規定しない

占有帯域幅 5GHz（指定周波数帯による）

ｽﾌﾟﾘｱｽ等 不要発射にて規定
（帯域外領域100μW/MHz、ｽﾌﾟﾘｱｽ領域50μW/MHz）

簡易な測定法も導入

その他 電波天文受信施設の近傍においては運用に当たって調整を実施

主要な技術的条件
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